
総務委員会　事業計画
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専務理事： 遠　藤　智　大　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常任理事： 舟　山　力　也
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長： 黒　沼　　　望
【委員会主旨】
山形青年会議所は創立以来、志高き先達が豊かなまちをつくろうと運動を展開し続け、その歴史と伝統は連綿と続き受け継がれています。私たちはその精神を引き継ぎ個々が資質向上を図りながら、時代変革の波にも適応する強固な組織運営をしていかなければなりません。また公益社団法人格を有する組織として活発な運動を展開するには、メンバーが公益性やＪＣ運動に共通の理解と目的を持ち、円滑に情報共有がなされる必要があります。
まずは、より効率的な諸会議の運営を行い、活気あるＪＣ運動を展開するために、総会や理事会における期日を厳守した議案の取りまとめと、迅速で正確な各種資料の作成と事前発信を行っていきます。そして、メンバー１人ひとりが個々の士気を高めながら資質向上を図るとともに、メンバー間の結束をさらに強固なものにしていくために、多くの気づきと学びの場である例会への参加を促進する企画と、例会の開催に関するタイムリーできめ細やかな情報発信を実施していきます。また、メンバー全員がＪＣ運動に対して共通の理解と目的意識を持つことによって、より公益性の高いＪＣ運動を行っていくために、ＬＯＭ内の各種情報の作成や管理・発信を通し、メンバー間の情報共有とスムーズなコミュニケーションを確立する庶務活動を実施します。さらに、卒業生の豊富な経験と知識を次世代に引き継ぐことで、時代の変化にも柔軟に適応できる強固な組織基盤を形成し、未来を見据えた堅実な進化を図るために、卒業生のこれまでの活動に敬意を表しながら、メンバー同士が結束力を高め一体となって感動と感謝の気持ちに溢れる卒業例会を開催します。
ＬＯＭの活発な運動の支えとなるべく、円滑な諸会議の設営と迅速な情報発信と情報共有を行うことで、目的意識の統一と理解を深めながら、メンバーが一丸となって時代変革にも適応する強固な組織を形成する事で「魅力あふれるＹＡＭＡＧＡＴＡ」を実現します。
【常任理事意見】

タイムリーな情報発信と情報共有によりＬＯＭ内のスムーズなコミュニケーションを実現していきます。また、諸会議の円滑な運営、例会や総会における出席率向上、卒業されるメンバーの経験や知識、想いをしっかりと受け継ぐことができる卒業例会の企画実施を通して、調和が取れた盤石なＬＯＭ運営の下支えとなるべく活動してまいります。
